
問中央図書館　℡ 24-1507

おもしろ理科実験  スライムを作ろう

　夏の思い出に♪自由研究に役立つワクワク実験！
日時：7月26日日　
　　  午後1時30分～3時30分
会場：中央図書館　3階　読書室
対象：小学校3年生～6年生
定員：20人　※参加無料
申込方法など、詳細は図書館ホームページをご確認く
ださい。
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【7月の休館日】
6 日月、13 日月、20 日月㈷、21 日火、
27 日月、30 日木
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶
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期
の
日
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が
社
会
問
題
と
な

り
、
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ら
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。

旧
高
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狂
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。

　
同
時
期
に
石
岡
市
域
で
計
画
さ
れ
た
干
拓
事
業

は
八
木
の
干
拓
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
羽

成
卯
兵
衛
が
記
し
た
干
拓
事
業
日
誌
に
は
、
競
合

す
る
も
う
一
つ
の
計
画
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
羽

成
卯
兵
衛
と
同
じ
く
旧
高
浜
町
の
有
力
商
人
で

あ
っ
た
廣ひ
ろ
せ
け
い
の
す
け

瀬
慶
之
助
は
、
小
美
玉
市
大
井
戸
と
石

岡
市
の
八
木
を
堤
防
で
結
ぶ
と
い
う
壮
大
な
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
二
つ
の
計
画
は
関
川
村
の
意

見
を
割
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
羽
成
卯
兵
衛

の
計
画
が
選
ば
れ
ま
す
。
早
く
か
ら
茨
城
県
な
ど

と
協
力
し
て
設
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事
の
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模
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小
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実
現
可
能
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が
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判
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さ
れ
た
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で
し
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。
複
数
の
計
画
が
競
合

し
た
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ら
、
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元
の
資
本
家
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地
域
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発
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エ
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ル
ギ
ッ
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あ
っ
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。
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史
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史
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介
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催
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史
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狂
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／
７
月
８
日
水
〜
10
月
４
日
日
ま
で

場
所
／
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史
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２
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／
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合
は
翌
日
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シリーズ248 

「霞ヶ浦最初の干拓をめぐる競合」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1455）

▲干拓事業日誌
干拓計画の競合が記録されている

【こども図書館本の森】
 4 日土　おはなし玉手箱（午前 10時～）
  9 日木　ひよこのおはなしかい

（午前 10時 30分～）
18日土 むかしむかしのおはなし会

（午前10時～）
【郷の本棚やさと図書館】
11 日土　おはなしフレンズ（午後２時 30分～）

7 月のおはなし会

宿題応援！
7 月から課題図書コーナーを設置

《貸出対象》《貸出対象》
市内在住の小・中学生
※対象学年の子のカードで貸出
《貸出冊数・期間》《貸出冊数・期間》
1 人 1冊　1週間　延長不可
《対象コンクール》《対象コンクール》
第 72回青少年読書感想文全国コンクール
第 54回茨城新聞小学生読書感想文コンクール
《設置館》《設置館》
こども図書館本の森
郷の本棚やさと図書館

自由研究や読書感想文の書き方の本もご用意してい
ます。

7 月から課題図書コーナーを設置
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友
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猪
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和
子
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東
石
岡
）
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三
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土
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湧
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府
中
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荒
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岡
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台
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光
台
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地
）

石岡合唱連盟は 1970 年代に結成され、今年

で 57 年 目 を む か え ま し た。 現 在 9 団 体 で 活

動 し て い ま す。 昨 年 11 月 9 日 に は「 第 54 回

石 岡 合 唱 祭 」 を 開 催 し、 総 勢 140 名 で 日 頃

の練習の成果を披露することができました。

　 全 体 と し て は 石 岡 市 文 化 祭 の 一 環 と し て

年 1 回 の 石 岡 合 唱 祭 の 他、 個 々 と し て は 定

期 演 奏 会 の 開 催、 県 合 唱 祭 へ の 参 加、 福 祉

施 設 等 へ の 慰 問 活 動、 市 内 の 各 地 区 公 民 館

を 練 習 拠 点 と し て 日 々 取 り 組 ん で い ま す。 

　ご興味のある方はお気軽にご連絡ください。

問石岡合唱連盟（吉田）
℡ 23-6515

第 62回

「石岡合唱連盟」

府中コーラス

コール有明


